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格率のうちに採用した
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（振舞おうとするさいにしたがう自分の普遍的規
則にした）かぎりだけ


















































1990: 159〔邦訳 : 304〕） のではなく、まさに「道徳法則に対する真のコミッ






















































フライアーソンは、ホルトン （Holton 1999: 241） にしたがって「意図」
（intention）の概念を導入し、さしあたり次のように述べる。
意志の弱い人とは、〈ちょうどいま










のではなく、「決意が固くないこと」（Frierson 2014: 241; Holton 1999: 241; 
Hill 2008: 223） だと解される。フライアーソンはこうした解釈を「有望な一































































































0 0 0 0
としての道徳法則
からの違反としての罪（Sünde）」 （VI 42） について次のように述べる。
人間は、十分な動機としてこの法則に……素直にしたがうかわりに、た
んに条件つきで……善でありうるような他の動機も探しまわり（『創世
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（1） 「ローマの信徒への手紙」7 章 15 節～ 19 節、『聖書　新共同訳』日本聖書協会より。
（2） 次の論文はデイヴィドソンとの対比でカントの議論の優越性を主張するが、カントの
議論自体の分析としては不十分なものにとどまっている （Baumgarten 2002）。
（3） 取り込みテーゼについては道徳的動機づけとの関係で考察したことがある （千葉 






（4） アリソンの「取り込みテーゼ」は、ロールズが「選択意志の原理」（principle of elective 
will）と呼ぶものと同様のものだが、ロールズは格率に採用されるものとして「三つの素質」
――「動物性への素質」「人間性への素質」「人格性への素質」――を挙げている （Rawls 
2000: 295〔邦訳 : 425〕）。






容れられるのかが分かり難いように思われる。」（Allison 1990: 158〔邦訳 : 302〕）
（7） アリソンは、リースが道徳法則と傾向性との対立を、諸力の抗争ではなく、「合法的
権威や政治的正統性をめぐる二党派間の争い」に喩えている点を評価している （Reath 
2006: 18, Allison 1990: 158〔邦訳 : 240〕）。つまりそれは、心理的力の衝突ではなく、格率を
選択する根拠をめぐる原理の衝突なのである。この点に関しては著者も同意する。
（8） バロンは、「脆弱さ」が完全なコミットメントを伴っている点こそが、第二段階の「不
純さ」や第三段階の「邪悪さ」から区別されるゆえんだと示唆する （Baron 1993: 435）。
（9） マッカーティーが言うように、意志の弱さを「責任逃れのための言い訳」として解釈す





に帰している （Palmquist 2016: 98）。こうした彼独自の解釈の背景には、悪への性癖の三
段階を、カントが「善への根源的素質」として言及する「動物性の素質」「人間性の素質」「人









（14） ホルトンの「意図」および「方針」の概念はブラットマン （Bratman 1987） に由来する。




（17） 「意志の弱い人は自らのコミットメントに忠実ではない」（Frierson 2014: 254）
（18） カントは『宗教論』で新しい人間が古い人間の罰を引き受けることの意味について説明
している （VI 75）。
（ちば・けん　筑波大学）
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